倉橋由美子作『よもつひらさか往還』と『酔郷譚』における漢詩について by 朴, 銀姫
研
究
ノ
ー
ト
倉
橋
由
美
子
作
『
よ
も
つ
ひ
ら
さ
か
往
還
』
と
『
酔
郷
譚
』
に
お
け
る
漢
詩
に
つ
い
て
朴
銀
姫
『
よ
も
つ
ひ
ら
さ
か
往
還
』
に
お
け
る
漢
詩
借
用
文
と
原
文
の
比
較
一
覧
表
298
｜
30
）
『
酔
郷
譚
』
に
お
け
る
漢
詩
借
用
文
と
原
文
の
比
較
一
覧
表
（
30
｜
301
）
漢
詩
原
文
と
借
用
文
に
つ
い
て
の
解
説
（
301
｜
307
）
倉
橋
由
美
子
の
晩
年
の
作
品
『
よ
も
つ
ひ
ら
さ
か
往
還
』
と
『
酔
郷
譚
』
に
お
け
る
漢
詩
借
用
文
と
、
そ
の
漢
詩
の
原
文
と
の
比
較
考
察
を
通
し
て
二
作
品
世
界
の
理
解
を
深
め
る
。
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『
よ
も
つ
ひ
ら
さ
か
往
還
』（
二
〇
〇
二
年
）
と
『
酔
郷
譚
』（
二
〇
〇
八
年
）
は
、
倉
橋
由
美
子
が
一
九
九
六
年
冬
か
ら
二
〇
〇
四
年
夏
に
か
け
て
、
雑
誌
『
サ
ン
ト
リ
ー
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
』
に
連
載
し
た
、
カ
ク
テ
ル
・
ス
ト
ー
リ
ー
の
短
篇
シ
リ
ー
ズ
集
で
あ
る
。
倉
橋
の
永
眠
後
に
出
版
さ
れ
た
『
酔
郷
譚
』（
短
篇
７
編
）
は
、『
よ
も
つ
ひ
ら
さ
か
往
還
』（
短
篇
15
編
）
の
続
編
で
あ
る
。
こ
の
二
作
品
は
蘇
、
于
武
陵
、
王
安
石
、
白
居
易
、
李
商
隠
、
陶
淵
明
、
楊
万
里
、
王
維
な
ど
中
国
の
詩
人
の
詩
を
借
用
し
て
、
深
奥
な
内
容
を
表
現
し
た
。
漢
詩
の
引
用
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
九
年
の
作
品
『
交
歓
』
当
た
り
か
ら
で
あ
る
。
ヒ
ロ
イ
ン
の
「
桂
子
さ
ん
」
に
は
「
橘
石
慧
」
と
い
う
中
国
人
の
友
人
が
い
る
が
、
作
品
の
中
に
は
そ
の
友
人
が
王
維
の
『
竹
里
館
』
と
『
木
蘭
柴
』
を
中
国
音
で
朗
読
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
中
国
語
発
音
の
拼
音
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
倉
橋
の
漢
詩
研
究
が
如
何
に
本
格
的
な
も
の
で
あ
る
の
か
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
倉
橋
は
初
期
に
は
サ
ル
ト
ル
の
実
存
主
義
の
影
響
を
受
け
て
、
そ
の
形
而
上
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
を
カ
フ
カ
や
カ
ミ
ュ
｜
の
文
体
を
模
倣
し
て
、
観
念
的
な
小
説
を
書
い
た
。
一
九
六
七
年
ア
メ
リ
カ
留
学
か
ら
帰
国
し
た
後
、
留
学
先
で
知
り
合
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
女
性
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
を
モ
デ
ル
に
、
写
実
的
な
手
法
で
書
い
た
小
説
『
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
』
を
始
め
と
し
て
、
一
転
し
て
現
実
的
な
人
物
・
事
件
を
描
い
た
作
品
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
。
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
女
性
を
意
識
し
て
、
古
風
な
日
本
の
女
性
（
ま
た
は
東
洋
の
女
性
）
を
描
い
た
の
が
、
『
夢
の
浮
橋
』（
一
九
七
一
年
）、『
城
の
中
の
城
』（
一
九
八
〇
年
）、
『
交
歓
』
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
桂
子
・
桂
子
さ
ん
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
西
洋
の
哲
学
や
文
学
に
親
し
ん
で
き
た
倉
橋
の
視
線
は
日
本
、
そ
し
て
東
洋
へ
と
向
け
ら
れ
て
ゆ
く
。
し
た
が
っ
て
『
交
歓
』
に
お
け
る
漢
詩
の
借
用
は
、
倉
橋
が
日
本
古
典
、
東
洋
文
学
に
接
近
す
る
た
め
の
重
要
な
方
法
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
続
い
て
最
晩
年
の
作
品
で
あ
る
、『
よ
も
つ
ひ
ら
さ
か
往
還
』
と
『
酔
郷
譚
』
の
ほ
と
ん
ど
の
短
篇
に
も
漢
詩
が
借
用
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
深
く
作
品
世
界
を
理
解
す
る
た
め
に
、
ま
た
漢
詩
を
借
用
し
た
作
者
の
意
図
な
ど
に
つ
い
て
追
及
す
る
た
め
に
は
、
漢
詩
の
原
文
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
で
は
、
漢
詩
の
原
文
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
作
者
倉
橋
は
ど
の
よ
う
に
作
品
の
な
か
で
借
用
し
た
の
か
、
比
較
し
て
み
よ
う
。
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『
よ
も
つ
ひ
ら
さ
か
往
還
』
に
お
け
る
漢
詩
借
用
文
と
原
文
の
比
較
一
覧
表
作
品
名
引
用
文
漢
詩
原
文
「
花
の
雪
散
る
里
」
【
引
用
①
】「
こ
ん
な
雪
の
日
に
は
ど
こ
か
へ
行
っ
て
み
た
い
で
す
ね
」
（
中
略
）「
な
る
ほ
ど
。
晩
雨
、
で
は
な
く
て
晩
雪
人
ヲ
留
メ
テ
酔
郷
ニ
入
ラ
シ
ム
、
で
す
か
」
と
慧
君
は
た
ち
ま
ち
蘇
の
詩
を
思
い
浮
か
べ
た
。
飲
湖
上
初
晴
後
雨
二
首
其
一
蘇
朝
迎
客
艶
重
岡
、
晩
雨
留
人
入
酔
郷
。
此
意
自
佳
君
不
会
、
一
杯
当
属
水
仙
王
。
「
月
の
都
に
帰
る
」
【
引
用
②
】
い
つ
か
こ
の
日
が
来
る
こ
と
は
覚
悟
し
て
い
た
と
言
っ
て
や
ろ
う
と
思
っ
た
が
、
慧
君
は
そ
れ
を
言
う
か
わ
り
に
ふ
ざ
け
て
、
「
人
生
足
別
離
」
と
い
う
言
葉
を
口
に
し
た
。「
于
武
陵
の
五
言
絶
句
。
こ
れ
を
あ
る
人
が
『
サ
ヨ
ナ
ラ
』
ダ
ケ
ガ
人
生
ダ
と
訳
し
て
い
る
」
勧
酒
于
武
陵
勸
君
金
屈
、
満
酌
不
須
辞
。
花
發
多
風
雨
、
人
生
足
別
離
。
「
植
物
的
悪
魔
の
季
節
」
【
引
用
③
】
王
安
石
な
ら
「
晴
日
暖
風
麦
気
を
生
じ
…
…
」
と
詠
い
そ
う
な
初
夏
の
日
に
逢
っ
た
少
女
で
、
慧
君
は
こ
の
相
手
を
、
こ
れ
も
王
安
石
が
「
緑
陰
幽
草
花
時
に
勝
る
」
と
い
う
通
り
の
若
葉
の
丘
に
連
れ
出
し
た
の
だ
っ
た
。
初
夏
即
事
王
安
石
石
梁
茅
屋
有
彎
碕
、
流
水
濺
濺
度
両
。
晴
日
暖
風
生
麦
気
、
緑
陰
幽
草
勝
花
時
。
「
雪
女
恋
慕
行
」
【
引
用
④
】
天
気
予
報
に
よ
れ
ば
「
晩
来
天
雪
ふ
ら
ん
と
欲
す
」
と
い
う
空
模
様
だ
っ
た
が
、
雪
は
午
後
早
く
か
ら
降
り
は
じ
め
た
。
こ
う
し
て
雪
の
カ
ー
テ
ン
が
下
り
て
仕
事
の
あ
る
世
界
を
遮
断
し
て
し
ま
う
と
、
人
び
と
は
に
わ
か
に
仕
事
の
な
い
別
の
世
界
に
移
転
し
た
よ
う
な
気
に
な
っ
て
、
た
と
え
ば
こ
の
ク
ラ
ブ
に
異
界
の
空
気
を
吸
い
に
く
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
問
劉
十
九
白
居
易
緑
蟻
新
酒
、
紅
泥
小
火
炉
。
晩
来
天
欲
雪
、
能
飲
一
杯
無
。
「
緑
陰
酔
生
夢
」
【
引
用
⑤
】
慧
君
は
自
分
の
掌
を
開
い
て
み
る
と
、
端
麗
な
隷
書
で
「
好
在
」
と
書
い
て
あ
る
。（
中
略
）「
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
サ
ラ
バ
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
好
在
、
東
郊
ノ
売
酒
亭
…
…
と
本
当
は
続
く
の
で
す
。（
略
）」
砂
川
飲
賦
呈
山
陽
先
生
江
馬
細
香
好
在
東
郊
売
酒
亭
、
秋
残
疎
雨
撲
簾
。
市
燈
未
点
長
堤
暗
、
同
傘
帰
来
此
際
情
。
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「
落
陽
原
に
登
る
」
【
引
用
⑥
】「
私
に
は
好
き
も
嫌
い
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
昔
の
詩
人
が
言
っ
て
い
た
ま
し
た
ね
。『
晩くれ
に
向なんな
ん
と
し
て
意こころ
適かな
わ
ず
、
車
を
駆
り
て
古
原
に
登
る
』
と
」（
中
略
）「
で
、『
夕せき
陽よう
無
限
に
好よ
し
、
只
だ
是
れ
黄こう
昏こん
に
近
し
』
で
す
か
ね
」
登
楽
遊
原
李
商
隠
向
晩
意
不
適
、
駆
車
登
古
原
。
夕
陽
無
限
好
、
只
是
近
黄
昏
。
「
海
市
遊
宴
」
【
引
用
⑦
】
蘇
は
「
群
仙
出
没
す
空
明
の
中
浮
世
を
蕩
揺
し
て
万
象
を
生
ず
」
と
言
っ
た
が
、
現
れ
た
蜃
気
楼
は
、
最
初
水
と
も
雲
と
も
つ
か
ぬ
揺
れ
る
気
の
中
に
浮
遊
し
て
い
た
。
そ
れ
は
さ
か
ん
に
立
ち
上
が
る
陽
炎
に
似
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
大
き
な
都
市
の
建
物
の
よ
う
に
重
な
っ
て
聳
え
る
無
数
の
楼
閣
か
ら
な
る
が
、
ど
こ
に
あ
る
楼
閣
に
も
似
て
い
な
い
。
木
で
で
き
て
い
る
よ
う
で
も
な
く
、
石
や
鉄
で
で
き
て
い
る
よ
う
で
も
な
い
。
や
が
て
霧
は
晴
れ
て
そ
の
楼
閣
群
の
全
貌
が
現
れ
た
。
海
市
詩
蘇
東
方
雲
海
空
復
空
、
群
仙
出
没
空
明
中
。
蕩
揺
浮
世
生
万
象
、
己
有
貝
闕
藏
珠
宮
。
心
知
所
見
皆
幻
影
、
敢
以
耳
目
煩
神
工
。
寒
水
冷
天
地
閉
、
為
我
起
蟄
鞭
魚
龍
。
「
雪
洞
桃
原
」
【
引
用
⑧
】「
ま
た
行
く
こ
と
数
十
歩
、
豁
然
と
し
て
開
朗
す
」
と
九
鬼
さ
ん
が
朗
唱
す
る
調
子
で
言
っ
た
の
で
、
慧
君
も
そ
れ
に
応
じ
て
、
「
桃
花
源
の
記
び
に
詩
」
と
つ
ぶ
や
い
た
。「
よ
く
ご
存
じ
で
す
ね
。
陶
潜
で
す
」「
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
雪
洞
宮
は
桃
源
郷
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
か
」「
ま
あ
、
桃
源
郷
で
も
死
者
の
国
で
も
似
た
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
ね
」「
ま
た
行
く
と
、
鶏
の
声
、
犬
の
声
が
聞
こ
え
る
…
…
」
桃
花
源
記
詩
（
抜
取
）陶
淵
明
復
前
行
、
欲
窮
其
林
。
林
尽
水
源
、
便
得
一
山
。
山
有
小
口
、
髣
髴
若
有
光
。
便
捨
船
、
従
口
入
。
初
極
狭
、
纔
通
人
。
復
行
数
十
歩
、
豁
然
開
朗
。
土
地
平
曠
、
屋
舎
然
。
有
良
田
美
池
桑
竹
之
属
。
阡
交
通
、
鶏
犬
相
聞
。
其
中
往
来
種
作
男
女
衣
著
、
悉
如
外
人
。
「
臨
湖
亭
綺
譚
」
【
引
用
⑨
】「
で
は
変
な
話
に
な
る
が
、
湖
上
に
舟
を
浮
か
べ
て
、
も
と
長
安
の
女
だ
か
遊
女
だ
か
が
琵
琶
を
弾
い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
」（
中
略
）
伏
せ
た
顔
を
長
い
髪
が
隠
し
て
い
る
。
そ
の
顔
を
上
げ
た
時
、
そ
れ
が
目
も
鼻
も
見
え
な
い
闇
黒
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
顔
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
い
う
恐
怖
に
襲
わ
れ
た
が
、
琵
琶
行
（
抜
取
）
白
居
易
忽
聞
水
上
琵
琶
声
、
主
人
忘
帰
客
不
発
。
尋
声
暗
問
弾
者
誰
、
琵
琶
声
停
欲
語
遅
。
移
船
相
近
邀
相
見
、
添
酒
回
燈
重
開
宴
。
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慧
君
は
気
を
取
り
直
す
と
、
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
、
船
を
漂
う
の
に
任
せ
な
が
ら
、
リ
ズ
ム
を
計
っ
て
掌
で
船
縁
を
叩
い
た
。
千
呼
萬
喚
始
出
来
、
猶
抱
琵
琶
半
遮
面
。
轉
軸
撥
絃
三
両
声
、
未
成
曲
調
先
有
情
。
（
中
略
）
同
是
天
涯
淪
落
人
、
相
逢
何
必
曾
相
識
。
『
酔
郷
譚
』
に
お
け
る
漢
詩
引
用
文
と
原
文
の
比
較
一
覧
表
「
広
寒
宮
の
一
夜
」
【
引
用
⑩
】「
鴉あ
青せい
の
幕
に
一
団
氷こおり
掛
か
る
。
忽
然
と
し
て
覚
え
得
た
り
、
今
宵
の
月
。
楊
万
里
で
す
が
、
気
が
つ
く
と
あ
そ
こ
に
月
が
生
じ
て
い
る
、
と
い
っ
た
具
合
で
す
ね
」「
そ
し
て
、
元
よ
り
天
に
ねん
ぜ
ず
し
て
独
自
ひ
と
り
行
く
、
で
し
ょ
う
」
と
九
鬼
さ
ん
が
あ
と
を
続
け
た
。
八
月
十
二
日
夜
誠
斎
望
月楊
万
里
才
近
中
秋
月
已
清
、
鴉
青
幕
掛
一
団
氷
。
忽
然
覚
得
今
宵
月
、
元
不
粘
天
独
自
行
。
「
酔
郷
探
訪
」
【
引
用
】
川
岸
は
低
く
、
そ
の
向
こ
う
に
は
原
野
が
広
が
っ
て
お
り
、
青
く
霞
ん
で
見
え
る
山
並
み
は
ほ
ん
の
髪
の
毛
一
筋
、
蘇
が
「
青
山
一
髪
是
れ
中
原
」
と
言
っ
た
あ
の
風
景
だ
ろ
う
か
。
澄
邁
駅
通
潮
閣
蘇
余
生
欲
老
海
南
村
、
帝
遣
巫
陽
招
我
魂
。
杳
杳
天
低
没
処
、
青
山
一
髪
是
中
原
。
「
玉
中
交
歓
」
【
引
用
】
い
わ
ゆ
る
熱
帯
夜
が
続
く
。
慧
君
は
そ
れ
を
も
っ
て
ま
わ
っ
た
言
い
方
で
真
希
さ
ん
に
こ
ぼ
し
た
。「
夜や
熱ねつ
依
然
と
し
て
午ご
熱ねつ
に
同
じ
。
誰
か
が
そ
ん
な
詩
を
詠
ん
で
い
た
。
夜
、
窓
を
開
け
て
寝
ら
れ
る
と
こ
ろ
へ
出
か
け
た
く
な
っ
た
ね
。」
夏
夜
追
涼
楊
万
里
夜
熱
依
然
午
熱
同
、
開
門
小
立
月
明
中
。
竹
深
樹
密
蟲
鳴
處
、
時
有
微
涼
不
是
風
。
「
玉
中
交
歓
」
【
引
用
】「
ぼ
く
が
つ
け
た
名
前
だ
け
ど
ね
」
と
慧
君
は
わ
ざ
と
自
慢
げ
に
言
っ
た
。「
王
維
の
別
荘
は
湖
亭
だ
。
王
維
は
、
立
派
な
お
客
様
を
迎
え
て
船
で
湖
上
の
臨
湖
亭
に
案
内
す
る
、
と
い
う
詩
も
作
っ
て
い
る
。
今
回
は
君
が
そ
の
上
客
だ
」
臨
湖
亭
王
維
軽
舸
迎
上
客
、
悠
悠
湖
上
来
。
当
軒
対
樽
酒
、
四
面
芙
蓉
開
。
【
引
用
】「
ぼ
く
が
勝
手
に
つ
け
た
ん
だ
。
蘇
の
詩
を
無
断
借
用
し
て
ね
」
慧
君
が
「
山
色
空
濛
雨
亦
奇
」
の
句
を
口
に
し
よ
う
と
す
る
飲
湖
上
初
晴
後
雨
其
二
蘇
300
「
酔
郷
探
訪
」
で
陶
淵
明
の
詩
「
連
雨
独
飲
」
の
題
名
だ
け
を
引
用
し
た
が
、
こ
れ
を
省
く
と
以
上
お
よ
そ
十
四
か
所
に
漢
詩
の
引
用
が
み
ら
れ
る
。
表
は
そ
の
漢
詩
原
文
と
の
対
照
一
覧
で
あ
る
。
引
用
文
の
な
か
の
下
線
は
筆
者
が
引
い
た
も
の
で
あ
る
。
上
の
一
覧
表
で
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、【
引
用
①
】、【
引
用
②
】、
【
引
用
⑤
】、【
引
用
⑩
】、【
引
用
】、【
引
用
】、【
引
用
】
は
、
登
場
人
物
た
ち
の
会
話
文
で
あ
り
、【
引
用
③
】、【
引
用
④
】、【
引
用
】
は
地
の
文
で
あ
り
、【
引
用
⑥
】、【
引
用
⑦
】、【
引
用
⑧
】、
【
引
用
⑨
】
は
物
語
の
原
材
料
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
会
話
文
の
引
用
と
原
文
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
【
引
用
①
】
は
蘇そ
しょく
の
「
飲
湖
上
初
晴
後
雨
二
首
其
一
」。
蘇
（
一
〇
三
六
〜
一
一
〇
一
）
の
字
は
子し
せん
で
、
号
は
東とう
坂ば
居こ
士じ
。
中
国
で
は
よ
く
蘇
東
坂
と
呼
ぶ
。
眉
山
（
現
在
の
四
川
省
眉
山
県
）
の
人
。
宋
代
の
第
一
の
詩
人
で
あ
る
。
22
歳
に
進
士
に
及
第
し
て
文
名
一
時
に
上
が
っ
た
が
、
中
年
以
後
は
王
安
石
の
新
法
に
反
対
し
た
た
め
、
中
央
か
ら
追
わ
れ
て
杭
州
、
密
州
、
徐
州
、
湖
州
な
ど
の
知
事
と
な
る
。
神
宗
に
代
わ
っ
て
哲
宗
が
即
位
す
る
と
、
一
時
中
央
に
呼
び
戻
さ
れ
る
が
、
晩
年
に
は
ま
た
恵
州
（
現
在
の
広
東
省
恵
陽
州
一
帯
）、
瓊
州
（
現
在
の
海
南
島
）
な
ど
の
地
に
流
さ
れ
る
。
こ
の
詩
は
杭
州
に
通
判
と
し
て
赴
任
し
た
時
（
36
歳
）
に
、
西
湖
を
詠
っ
た
詩
二
首
の
中
の
一
首
で
あ
る
。
朝
日
が
客
を
迎
え
て
打
ち
重
な
る
山
々
は
美
し
く
、
夕
べ
の
雨
は
人
を
引
き
と
め
て
酔
郷
へ
と
い
ざ
な
う
。
こ
の
よ
う
な
西
湖
の
素
晴
ら
し
い
境
地
を
君
は
悟
ら
な
い
の
か
、
ま
ず
は
一
杯
を
湖
の
神
に
さ
さ
げ
よ
う
。
と
い
う
詩
で
あ
る
。
作
品
の
な
か
で
は
、「
大
雪
の
日
の
夕
方
」、
主
人
公
の
慧
君
が
偶
然
九
鬼
さ
ん
の
バ
ー
を
見
つ
け
て
、
止
ま
り
木
を
前
に
座
っ
て
外
を
眺
め
る
と
、
建
物
全
体
が
大
き
な
船
の
よ
う
で
、
果
て
し
な
く
上
昇
し
て
い
る
錯
覚
に
と
ら
え
ら
れ
、「
今
そ
の
船
は
粉
雪
の
舞
う
闇
の
海
を
進
ん
で
い
る
と
い
う
風
」
な
気
分
に
な
り
、
ど
こ
か
に
行
き
た
い
と
言
う
と
、
九
鬼
さ
ん
が
「
た
と
え
ば
酔
郷
で
す
か
」
と
応
じ
る
。
そ
こ
で
蘇
の
こ
の
詩
を
詠
ん
で
み
る
。
蘇
は
雨
の
中
の
美
し
い
西
湖
の
風
景
が
人
を
引
き
と
め
て
、
酔
郷
へ
と
い
ざ
な
う
と
詠
っ
た
が
、
慧
君
は
「
晩
雨
」
を
「
晩
雪
」
に
換
え
、
雪
景
色
に
誘
わ
れ
、
酔
郷
に
行
き
た
い
気
持
ち
を
表
現
し
た
。
と
、
ほ
と
ん
ど
同
時
に
唱
和
す
る
よ
う
に
、
真
希
さ
ん
も
そ
れ
を
口
に
し
た
。「
あ
あ
、
山さん
色しょく
空くう
濛もう
と
し
て
雨
も
亦ま
た
奇
な
り
、
と
い
う
あ
れ
ね
。」「
君
は
何
で
も
知
っ
て
い
る
ね
」
水
光
晴
方
好
、
山
色
空
濛
雨
亦
奇
。
欲
把
西
湖
比
西
子
、
淡
粧
濃
抹
摠
相
宜
。
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【
引
用
②
】
は
于う
武ぶ
陵りょう
の
五
言
絶
句
「
勧
酒
」。
于
武
陵
（
八
一
〇
〜
不
明
）
の
名
はぎょう、
杜
曲
（
現
在
西
省
西
安
南
部
）
の
人
。
一
度
進
士
に
及
第
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
官
職
に
は
就
か
ず
各
地
に
放
浪
し
た
于
武
陵
に
は
、
出
会
い
も
多
け
れ
ば
別
れ
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。
酒
を
飲
ん
で
別
れ
を
告
げ
る
時
の
寂
し
い
心
を
詠
っ
た
詩
で
あ
る
。
こ
の
酒
杯
を
君
に
進
め
る
、
な
み
な
み
と
つ
い
だ
こ
の
酒
を
遠
慮
し
て
は
い
け
な
い
。
花
に
は
風
雨
が
つ
き
も
の
で
、
人
生
に
離
別
が
多
い
。
作
品
の
な
か
で
は
、
慧
君
と
付
き
合
っ
て
い
た
桂
子
さ
ん
が
突
然
「
月
の
都
に
帰
る
」
と
告
げ
る
。
バ
ー
で
一
緒
に
飲
ん
で
い
る
場
面
で
交
わ
さ
れ
た
会
話
で
あ
る
。
省
略
さ
れ
た
「
君
に
勧
む
金
屈
、
満
酌
辞
す
る
を
須
い
ず
。
花
発
け
ば
風
雨
多
し
」
の
三
句
も
こ
の
場
面
に
相
応
し
い
内
容
で
あ
る
。「
人
生
足
別
離
」
を
「『
サ
ヨ
ナ
ラ
』
ダ
ケ
ガ
人
生
」
と
訳
し
た
人
を
批
判
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
こ
の
詩
の
全
内
容
が
関
わ
っ
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
【
引
用
⑤
】
は
江え
馬ま
細さい
香こう
（
一
七
八
七
〜
一
八
六
一
）
の
38
歳
の
時
の
詩
「
砂
川
飲
賦
呈
山
陽
先
生
」。
作
品
に
引
用
さ
れ
た
唯
一
の
日
本
の
漢
詩
人
、
唯
一
の
女
性
詩
人
で
あ
る
。
祖
父
母
の
友
人
多
保
さ
ん
を
見
て
江
馬
細
香
の
こ
と
を
連
想
し
た
慧
君
は
、
夢
の
中
で
江
馬
細
香
と
結
婚
生
活
を
送
る
。
夢
か
ら
覚
め
て
み
る
と
、
多
保
さ
ん
が
「
好
在
」
と
い
う
字
を
書
き
残
し
て
去
っ
て
い
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
慧
君
は
最
後
に
一
度
多
保
さ
ん
と
合
い
傘
を
し
て
、
雨
の
中
を
帰
る
風
景
を
想
像
し
て
み
る
。
こ
こ
で
は
京
都
の
東
北
に
あ
る
売
酒
亭
以
外
に
、
街
に
は
ま
だ
灯
は
点
か
ず
、
長
い
堤
は
真
っ
暗
闇
な
ど
、
と
い
っ
た
風
景
は
引
用
者
に
よ
っ
て
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。
【
引
用
⑩
】
は
南
宋
の
楊よう
万ばん
里り
の
「
八
月
十
二
日
夜
誠
斎
望
月
」。
楊
万
里
（
一
一
二
七
〜
一
二
六
〇
）
の
字
は
廷てい
秀しゅう、
号
は
誠せい
斎さい
野や
客きゃく。
吉
水
（
現
在
江
西
省
吉
水
県
）
の
人
。
進
士
及
第
し
て
長
い
間
地
方
官
と
し
て
務
め
た
。
一
時
中
央
に
呼
ば
れ
て
東
宮
侍
読
か
ら
宝
謨
閣
学
士
に
ま
で
至
っ
た
が
、
あ
ま
り
に
も
誠
実
な
性
格
の
せ
い
で
再
び
地
方
に
転
出
さ
れ
る
。
こ
こ
で
言
う
八
月
十
二
日
は
旧
暦
で
あ
る
。
中
国
で
は
楊
万
里
の
生
き
た
両
宋
時
代
に
八
月
十
五
日
を
中
秋
節
と
定
め
た
と
す
る
の
が
常
識
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
す
で
に
唐
の
時
代
か
ら
皇
帝
が
諸
臣
下
や
宮
女
た
ち
を
率
い
て
、
月
神
を
祭
っ
た
り
、
月
を
鑑
賞
し
な
が
ら
詩
を
吟
じ
た
り
し
て
い
た
。
君
臣
の
間
や
友
人
の
間
、
家
族
の
間
の
大
団
円
の
日
で
あ
る
。
そ
の
日
を
前
に
し
て
月
を
見
上
げ
な
が
ら
吟
じ
た
詩
で
あ
る
。
し
か
し
作
品
で
は
こ
の
内
容
を
表
す
第
一
句
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。
楊
万
里
の
時
代
の
人
た
ち
は
ま
だ
月
が
自
伝
す
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
詩
で
「
天
」
は
皇
帝
、「
月
」
は
臣
下
を
象
徴
す
る
。
臣
下
が
君
子
に
従
う
べ
き
こ
と
に
、
楊
万
里
が
忽
然
異
議
を
訴
え
て
い
る
。
し
か
し
「
広
寒
宮
の
一
夜
」
で
は
そ
の
よ
う
な
意
味
で
引
用
さ
れ
て
302
い
な
い
。「
独
自
行
く
」
句
か
ら
動
き
も
の
と
し
て
の
月
の
イ
メ
ー
ジ
を
採
り
、
慧
君
は
円
盤
の
形
を
し
た
月
に
乗
る
こ
と
を
想
像
し
た
。
【
引
用
】
も
楊
万
里
の
七
言
絶
句
「
夏
夜
追
涼
」。
夜
に
な
っ
て
も
昼
と
同
じ
く
熱
い
の
で
、
門
を
出
て
し
ば
ら
く
月
明
か
り
の
下
に
た
た
ず
ん
で
い
る
。
す
る
と
、
竹
が
う
っ
そ
う
に
生
え
、
樹
木
が
生
い
茂
る
当
た
り
で
虫
が
鳴
く
。
風
も
な
い
の
に
微
か
に
涼
し
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
熱
帯
夜
の
暑
苦
し
さ
に
耐
え
る
詩
人
の
姿
が
生
々
し
く
再
現
さ
れ
る
詩
で
あ
る
。
慧
君
は
楊
万
里
の
詩
か
ら
、
夜
も
昼
も
同
じ
く
熱
い
熱
帯
夜
の
季
節
を
表
現
し
た
第
一
句
だ
け
を
抜
き
出
し
て
、
含
蓄
性
の
あ
る
短
い
文
で
、
猛
暑
が
続
く
季
節
で
あ
る
こ
と
を
生
々
し
く
表
現
し
た
。
【
引
用
】
は
王おう
維い
の
「
臨
湖
亭
」。
王
維
（
七
一
〇
〜
七
六
一
）
の
字
は
摩ま
詰きつ
。
太
原
（
現
在
山
西
省
）
の
人
。
唐
の
南
宗
派
の
山
水
画
始
祖
で
も
あ
る
。
玄
宗
に
仕
え
累
進
し
て
給
事
に
至
っ
た
が
、
安
禄
山
の
乱
の
時
、
賊
軍
に
捕
虜
さ
れ
、
強
迫
さ
れ
て
安
禄
山
政
権
に
仕
え
る
。
そ
れ
が
災
い
と
な
り
、
乱
後
処
罰
の
対
象
と
な
っ
た
が
危
う
く
免
れ
る
。
晩
年
に
は
隠
棲
し
て
仏
門
に
帰
依
す
る
。
篤
信
の
佛
教
信
者
で
あ
っ
た
王
維
は
、
世
俗
の
内
に
あ
っ
て
、
隠
逸
を
実
践
し
た
特
異
な
文
人
で
あ
る
。
山
水
画
の
よ
う
に
美
し
い
自
然
の
な
か
に
建
て
た
別
荘
に
、
大
事
な
客
を
舟
で
迎
え
て
き
て
、
酒
盛
を
始
め
る
こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
と
い
う
。
作
品
「
玉
中
交
歓
」
で
は
、
佛
教
信
者
で
は
な
い
が
、
入
江
さ
ん
は
王
維
の
生
き
方
に
学
び
、「
幾
重
に
も
重
な
る
山
々
に
囲
繞
さ
れ
」、「
中
国
杭
州
の
西
湖
に
劣
ら
ず
風
光
明
媚
」（「
臨
湖
亭
綺
譚
」）
で
あ
る
湖
の
畔
に
建
て
ら
れ
た
ホ
テ
ル
を
買
い
取
り
、
別
荘
に
改
築
し
て
、
友
人
を
招
い
て
酒
を
飲
み
、「
伏
羲
氏
以
前
の
人
間
」、「
原
初
の
人
間
に
戻
っ
た
気
分
」（「
臨
湖
亭
綺
譚
」）
を
味
わ
う
。
慧
君
は
祖
父
か
ら
こ
の
生
き
方
を
学
ぶ
。
つ
ま
り
、
登
場
人
物
た
ち
は
王
維
の
詩
を
引
用
す
る
こ
と
に
止
ま
ら
ず
、
王
維
の
生
き
方
も
真
似
て
い
る
。
【
引
用
】
は
蘇
の
「
飲
湖
上
初
晴
後
雨
二
首
其
二
」。
古
来
西
湖
の
優
美
さ
を
巧
み
に
表
現
し
た
名
詩
で
あ
る
。
西
子
は
戦
国
時
代
の
越
国
の
美
女
西
施
の
こ
と
。
別
荘
臨
湖
亭
が
面
し
て
い
る
湖
の
近
く
に
一
軒
の
茶
屋
が
あ
る
が
、
慧
君
が
蘇
の
詩
か
ら
「
雨
亦
奇
」
句
を
採
っ
て
き
て
名
前
を
付
け
た
。
蘇
も
佛
教
や
道
教
思
想
に
通
達
し
た
文
人
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
王
維
の
詩
に
続
い
て
蘇
の
詩
を
引
用
し
た
こ
と
に
は
矛
盾
が
な
い
。「
山
色
空
濛
雨
亦
奇
」
句
の
み
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、「
雨
亦
奇
」
句
に
、「
晴
方
好
」
句
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
西
湖
を
絶
世
の
美
人
西
施
の
、
淡
粧
の
姿
と
濃
抹
の
姿
に
喩
え
た
後
の
二
句
が
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
慧
君
と
一
緒
に
真
希
さ
ん
が
雨
中
の
湖
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畔
を
歩
い
て
い
る
風
景
が
、
省
略
さ
れ
た
こ
の
部
分
を
取
っ
て
代
わ
っ
た
と
読
ん
で
い
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
漢
詩
は
登
場
人
物
の
教
養
で
あ
り
、
人
生
の
師
で
も
あ
る
。【
引
用
⑧
】
と
【
引
用
】
の
よ
う
に
登
場
人
物
た
ち
は
、
漢
詩
を
「
知
っ
て
い
る
」
こ
と
を
互
い
に
褒
め
合
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
漢
詩
は
「
知
」
と
さ
れ
て
い
る
。「
知
」
は
「
智
」
に
通
じ
る
字
で
、
漢
詩
を
知
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
生
き
方
の
智
慧
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
。
次
は
、
地
の
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る
漢
詩
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
【
引
用
③
】
は
王おう
安あん
石せき
の
「
初
夏
即
事
」。
王
安
石
（
一
〇
二
一
〜
一
〇
八
六
）
の
字
は
介かい
甫ほ
、
号
は
半はん
山ざん
。
撫
州
臨
川
（
現
在
江
西
省
撫
州
市
）
の
人
。
進
士
に
及
第
し
て
地
方
官
に
任
じ
た
後
、
宰
相
と
な
り
種
種
の
新
法
を
起
こ
し
て
幣
政
の
改
革
を
行
っ
た
。
し
か
し
保
守
派
に
反
対
さ
れ
、
晩
年
に
は
南
京
に
隠
栖
す
る
。
作
品
「
植
物
的
悪
魔
の
季
節
」
の
な
か
で
は
、「
石
梁
茅
屋
彎
碕
有
り
、
流
水
濺
濺
と
し
て
両
を
渡
る
」
と
、
自
然
風
景
を
詠
っ
た
前
二
句
が
切
り
取
ら
れ
、
新
緑
の
季
節
を
表
現
す
る
後
二
句
だ
け
を
引
用
し
て
、
含
蓄
性
の
あ
る
表
現
で
、
初
夏
を
知
ら
せ
る
香
り
と
、
新
緑
の
植
物
が
茂
る
風
景
を
生
々
し
く
表
現
し
た
。
【
引
用
④
】
は
白はく
居きょ
易い
の
「
問
劉
十
九
」。
白
居
易
（
七
七
二
〜
八
四
六
）
の
字
は
楽らく
天てん
、
号
は
香こう
山ざん
居こ
士じ
。
下か
けい
（
現
在
西
省
南
県
）
の
人
。
中
国
で
は
よ
く
白
楽
天
と
も
呼
ぶ
。
29
歳
で
進
士
に
及
第
し
て
、
翰
林
学
士
、
左
拾
遺
に
任
じ
ら
れ
、
そ
の
後
江
州
に
流
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
晩
年
は
洛
陽
に
閑
居
し
た
。
こ
の
詩
は
江
州
に
在
任
し
て
い
る
時
の
作
品
で
、
雪
の
降
る
夕
方
、
仕
事
を
終
え
て
友
人
劉
十
九
に
酒
を
飲
ま
な
い
か
と
誘
う
。
真
っ
赤
な
火
鉢
の
傍
ら
で
泡
立
つ
濁
り
酒
を
飲
ん
で
い
る
内
容
は
省
略
さ
れ
た
が
、
酒
を
飲
む
時
の
雰
囲
気
が
そ
の
ま
ま
作
品
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。「
晩
来
天
雪
ふ
ら
ん
と
欲
す
」
の
引
用
に
続
く
説
明
は
、
省
略
さ
れ
た
部
分
の
説
明
に
も
な
る
。
【
引
用
】
は
蘇
の
「
澄
邁
駅
通
潮
閣
」。
海
南
島
州
の
流
刑
地
か
ら
赦
さ
れ
て
、
島
の
北
岸
の
澄
邁
駅
に
着
い
て
、
通
潮
閣
の
上
か
ら
対
岸
の
雷
州
半
島
を
望
み
な
が
ら
詠
ん
だ
詩
。「
余
生
老
い
ん
と
欲
す
海
南
島
、
帝
巫
陽
を
し
て
我
が
魂
を
招
か
し
む
」
と
言
っ
た
前
二
句
の
内
容
は
、
小
説
に
は
見
ら
れ
な
い
。
今
や
中
国
で
は
「
青
山
一
発
」
と
四
字
熟
語
と
な
っ
て
、「
中
原
」
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。「
青
山
一
発
是
中
原
」
と
引
用
さ
れ
た
が
、
実
は
こ
こ
に
「
中
原
」
の
意
味
は
抹
消
さ
れ
、「
青
山
一
発
」
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
地
の
文
に
引
用
さ
れ
た
漢
詩
は
含
蓄
に
富
む
言
葉
で
豊
か
な
内
容
と
深
い
意
味
を
表
現
す
る
。
倉
橋
は
圧
縮
さ
れ
濃
密
な
表
現
力
を
持
つ
漢
詩
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
筆
墨
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
短
い
文
章
で
よ
り
豊
富
な
内
容
を
表
現
し
た
。
最
後
に
、
物
語
の
原
材
料
と
し
て
の
漢
詩
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
【
引
用
⑥
】
は
李り
商しょう
隠いん
「
登
楽
遊
原
」
の
「
楽
遊
原
」
か
ら
、
疑
似
音
の
「
落
陽
原
」
が
創
り
出
さ
れ
た
も
の
。
李
商
隠
（
八
一
二
〜
八
五
八
）
の
字
は
義ぎ
山さん
、
号
は
玉ぎょく
谿けい
生せい
。
懐
州
河
内
（
現
在
河
南
省
南
沁
県
）
の
人
。
一
時
原
節
度
使
王
茂
元
の
書
記
を
務
め
た
が
、
政
争
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
志
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
作
品
「
落
陽
原
に
登
る
」
は
、
慧
君
が
老
女
九
鬼
さ
ん
と
太
陽
が
落
ち
よ
う
と
す
る
落
陽
原
に
登
り
、
九
鬼
さ
ん
が
組
み
立
て
た
人
形
の
化
け
物
、
麻
姑
少
女
と
楽
し
く
遊
ん
だ
後
、
夕
日
が
沈
む
頃
、
九
鬼
さ
ん
が
「
自
刎
」
し
て
「
人
生
を
終
え
る
」
話
で
あ
る
。「
楽
遊
原
」
は
当
時
の
都
長
安
の
南
に
あ
る
高
原
の
名
で
あ
る
。
そ
こ
に
登
れ
ば
西
か
ら
沈
も
う
と
す
る
美
し
い
夕
陽
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
て
、
ま
た
長
安
の
街
並
み
を
俯
瞰
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
し
か
し
作
品
の
中
に
出
て
く
る
落
陽
原
は
、「
あ
た
り
は
枯
れ
草
の
平
原
で
、
黒
々
と
し
た
木
々
が
木
炭
画
の
線
の
よ
う
に
疎
ら
に
立
っ
て
い
る
。
つ
い
さ
っ
き
ま
で
燃
え
盛
っ
て
い
た
焼
け
跡
の
様
子
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
」、
死
を
暗
示
す
る
高
原
で
あ
っ
た
。
【
引
用
⑦
】
は
蘇
の
「
海
市
詩
」
を
も
と
に
し
た
恋
物
語
。
蘇
は
一
〇
八
五
年
に
政
界
に
復
帰
し
、
登
州
（
現
在
の
蓬
莱
県
）
の
知
事
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
登
州
は
蜃
気
楼
が
よ
く
現
れ
る
地
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
蘇
が
そ
こ
に
着
い
た
時
は
す
で
に
冬
に
な
っ
て
い
た
。
わ
ず
か
５
日
間
の
滞
在
で
あ
っ
た
が
蜃
気
楼
が
見
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
海
神
の
廟
に
禱
っ
た
と
こ
ろ
、
蜃
気
楼
が
見
え
た
と
あ
る
が
、
本
当
に
見
た
の
で
は
な
く
、
人
に
聞
い
た
話
に
基
づ
い
て
書
い
た
詩
で
あ
る
、
と
い
う
説
も
あ
る
。
作
品
の
な
か
で
、
従
兄
妹
の
舞
さ
ん
は
Ｓ
と
結
婚
す
る
前
に
慧
君
と
一
緒
に
見
て
お
き
た
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
蜃
気
楼
で
あ
っ
た
。
二
人
の
頭
の
中
に
蘇
の
「
海
市
詩
」
を
も
と
に
し
た
蜃
気
楼
が
描
か
れ
る
。
蘇
は
海
市
蜃
楼
は
「
遠
く
か
ら
幻
を
見
る
こ
と
で
成
り
立
つ
も
の
」
で
、
実
体
の
な
い
も
の
だ
と
し
て
い
る
が
、
夢
の
中
で
二
人
は
そ
の
上
に
登
る
こ
と
が
で
き
て
、
ま
た
中
に
入
る
こ
と
も
で
き
た
。
【
引
用
⑧
】
は
陶とう
淵えん
明めい
の
「
桃
花
源
記
詩
」
を
も
と
に
、
雪
洞
の
中
に
作
ら
れ
た
桃
花
源
に
遊
ぶ
話
。
陶
淵
明
（
三
六
五
〜
四
二
七
）
の
字
は
元
亮
。
名
が
潜
で
あ
る
と
す
る
説
も
あ
る
。
中
国
で
は
よ
く
陶
潜
と
も
呼
ぶ
。
陽
柴
桑
（
現
在
江
西
省
九
江
県
）
の
人
。
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曽
祖
父
は
晋
の
大
司
馬
陶
侃
で
あ
る
が
、
陶
淵
明
の
代
に
は
す
で
に
家
が
没
落
し
て
い
た
。
陶
淵
明
は
何
度
か
官
職
に
つ
い
た
が
、
そ
の
生
活
に
耐
え
ら
れ
ず
故
郷
に
戻
っ
て
隠
逸
生
活
を
送
っ
た
。
晋
の
太
元
中
、
武
陵
の
人
が
船
に
乗
っ
て
川
で
魚
を
捕
っ
て
い
る
う
ち
に
遠
く
ま
で
流
さ
れ
、
桃
林
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
水
源
が
尽
き
る
と
こ
ろ
に
山
が
現
れ
た
が
、
山
に
入
る
小
さ
な
入
口
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
光
が
見
え
て
、
船
を
捨
て
て
入
っ
て
見
る
と
、
や
っ
と
人
が
通
る
ほ
ど
の
狭
い
道
だ
っ
た
。「
ま
た
行
く
こ
と
数
十
歩
、
豁
然
と
し
て
開
朗
す
」。
広
々
と
土
地
が
広
が
り
、
家
屋
が
然
と
立
ち
並
ぶ
。
良
田
、
美
池
、
桑
竹
の
類
の
あ
り
、
鳥
の
声
や
犬
の
声
が
聞
こ
え
た
。
男
女
が
着
て
い
る
衣
装
は
外
の
世
界
の
衣
装
と
同
じ
だ
が
、
彼
ら
は
外
の
世
界
を
知
ら
ず
し
て
、
衣
食
住
に
困
る
こ
と
な
く
、
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
た
、
と
い
う
の
が
陶
淵
明
の
桃
花
源
で
あ
る
。
し
か
し
「
雪
洞
桃
源
」
は
、「
ま
ぎ
れ
も
な
い
都
会
の
音
が
あ
っ
た
。
見
た
と
こ
ろ
、
の
ど
か
な
田
園
と
い
う
よ
り
も
、
池
や
樹
木
の
多
い
都
市
の
風
景
だ
っ
た
」。
建
物
も
派
手
で
、
街
を
歩
い
て
い
る
人
も
ど
こ
の
国
の
人
だ
か
分
ら
な
い
、
人
種
も
い
ろ
い
ろ
だ
っ
た
。
人
た
ち
が
着
て
い
る
衣
装
を
見
て
も
、「
中
国
の
衣
装
と
も
古
代
ロ
ー
マ
の
衣
装
と
も
つ
か
ぬ
も
の
を
ま
と
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
ま
た
重
ね
着
を
し
た
状
態
で
な
お
半
透
明
な
も
の
」
だ
っ
た
。
彼
ら
は
み
な
死
者
で
あ
っ
た
。
【
引
用
⑨
】
は
白
居
易
の
「
琵
琶
行
」
を
も
と
に
し
た
恋
物
語
。
「
琵
琶
行
」
は
元
々
長
安
の
名
妓
だ
っ
た
が
、
今
は
「
容
色
が
衰
え
、
落
ち
ぶ
れ
て
江
湖
の
間
を
渡
り
歩
い
て
い
る
淪
落
の
女
」
を
詠
い
、
今
や
九
江
郡
の
司
馬
に
左
遷
さ
れ
、
病
の
床
に
臥
し
て
い
る
自
分
と
同
じ
運
命
の
女
に
対
す
る
同
情
を
表
し
、
不
運
に
堕
ち
た
女
を
見
て
、
女
と
同
じ
運
命
の
自
分
の
身
の
上
を
嘆
い
た
。
し
か
し
淪
落
な
ど
経
験
も
な
い
、
若
い
慧
君
は
そ
の
よ
う
な
女
を
知
ら
な
い
の
で
、「
想
像
で
き
る
の
は
な
ぜ
か
病
み
衰
え
た
鬼
女
の
よ
う
な
、
怪
し
く
も
凄
ま
じ
い
女
」
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
漢
詩
原
文
は
一
度
解
体
さ
れ
、
新
し
い
物
語
と
再
構
築
さ
れ
た
。
そ
の
再
構
築
さ
れ
た
も
の
か
ら
作
者
の
思
想
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
。【
引
用
⑧
】
が
そ
の
例
で
あ
る
。
陶
淵
明
が
描
い
た
理
想
郷
は
、
山
の
奥
に
あ
り
な
が
ら
世
間
と
繫
が
り
を
持
つ
世
界
で
あ
り
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
間
は
世
間
の
人
間
と
同
じ
服
を
着
て
い
な
が
ら
、
世
間
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
た
、
自
由
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
官
職
の
生
活
に
耐
え
ら
れ
ず
、
隠
逸
生
活
を
送
っ
た
陶
淵
明
が
道
家
、
佛
教
の
思
想
に
傾
倒
し
な
が
ら
も
、
儒
家
思
想
を
捨
て
る
こ
と
な
く
持
ち
続
け
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
倉
橋
が
描
い
た
理
想
郷
は
、
世
間
と
断
絶
さ
れ
た
架
空
の
世
界
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
現
代
人
が
住
み
な
れ
た
都
市
の
風
景
が
見
ら
れ
る
。
倉
橋
の
現
代
社
会
に
対
す
る
批
判
で
あ
り
、
近
代
思
想
に
染
め
ら
れ
、
そ
こ
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か
ら
抜
け
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
現
代
人
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
以
上
で
倉
橋
由
美
子
作
『
よ
も
つ
ひ
ら
さ
か
往
還
』
と
『
酔
郷
譚
』
に
借
用
さ
れ
た
漢
詩
と
漢
詩
原
文
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
。
倉
橋
の
こ
の
二
作
品
の
世
界
を
理
解
す
る
に
は
、
借
用
さ
れ
た
漢
詩
の
原
文
に
つ
い
て
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
不
可
欠
な
条
件
で
あ
る
。
そ
の
上
、
こ
の
二
作
品
の
世
界
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
文
脈
に
浮
か
ぶ
引
用
文
だ
け
で
は
な
く
、
漢
詩
借
用
が
作
品
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
か
、
漢
詩
借
用
自
体
が
意
味
す
る
も
の
は
何
か
、
な
ど
に
つ
い
て
一
層
追
及
す
る
必
要
が
あ
る
。
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